
９ 広報しろさと

お
出
か
け
下
さ
い

お
出
か
け
下
さ
い

＊
か
た
く
り
の
里
公
園（
水
戸
市
）

〜
春
を
告
げ
る
可
憐
な
花
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
〜

水
戸
市
有
賀
町
北
部
に
あ
る

「
か
た
く
り
の
里
公
園
」
で
は
、

面
積
約
２
０
０
０
裃
に
わ
た
っ

て
、
人
里
近
く
で
は
見
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
た
カ
タ
ク
リ
が
、
地

元
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
大
切

に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
４

月
上
旬
が
見
ご
ろ
で
、
う
つ
む
き

加
減
で
赤
紫
色
の
可
憐
な
花
が
咲

き
、
訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

問
合
せ

水
戸
市
役
所
内
原
支
所

産
業
振
興
課

蕁
０
２
９
│
２
５
９
│
２
２
１
１

＊
八
重
桜
ま
つ
り
（
那
珂
市
）

日
本
の
さ
く
ら
１
０
０
選
に
選

ば
れ
た
「
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
」。

12
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
々
と
し
た
園

内
に
約
２
０
０
０
本
の
八
重
桜
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
中
旬

か
ら
５
月
上
旬
の
開
花
に
あ
わ
せ

「
八
重
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。各
種
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、

夜
桜
も
楽
し
め
ま
す
。

問
合
せ

那
珂
市
役
所
経
済
産
業

部
　
経
済
課
商
工
観
光
室

蕁
０
２
９
│
２
９
８
│
１
１
１
１

＊
あ
た
ご
天
狗
の
森
ス
カ
イ
ロ
ッ

ジ
（
岩
間
町
）

ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
は
桜
の
名
所
と

し
て
名
高
い
天
狗
伝
説
の
残
る

山
、
愛
宕
山
に
あ
る
宿
泊
施
設
で

す
。
晴
れ
た
日
に
は
太
平
洋
が
一

望
で
き
る
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
は
、
宿

泊
棟
（
ひ
の
き
造
り
、
冷
暖
房
・

バ
ス
・
ト
イ
レ
・
キ
ッ
チ
ン
等
完

備
）、
管
理
棟
と
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス

で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
眺
望
が
す

ば
ら
し
い
広
場
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
楽
し
み
、
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
美

し
い
四
季
折
々
の
景
観
を
堪
能
す

る
な
ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
若
い

人
の
手
軽
な
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ

ー
の
拠
点
に
は
、
も
っ
て
こ
い
の

施
設
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
。
自
然
を
い

っ
ぱ
い
満
喫
し
て
素
敵
な
思
い
出

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

料
　
金

（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
一
泊
）

４
人
用
　
１
６
８
０
０
円

５
人
用
　
２
５
２
０
０
円

12
人
用
　
４
２
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

ス
カ
イ
ロ
ッ

ジ
管
理
事
務
所

蕁
０
２
９
９
│
４
５
│
６
６
２
２

※
利
用
し
た
い
日
の
２
ヶ
月
前
の

月
初
め
か
ら
予
約
可
能

＊
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際
音

楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
と
も
べ

３
月
26
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で

の
10
日
間
、
友
部
の
茨
城
県
教
育

研
修
セ
ン
タ
ー
で
世
界
最
高
峰
の

講
師
に
よ
る
ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
の
公
開
レ
ッ
ス
ン
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
講
師
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
も
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

日
　
時

４
月
１
日
　
午
後
７

時
か
ら

場
　
所

友
部
町
中
央
公
民
館

出
　
演

ザ
ハ
ー
ル
･
ブ
ロ
ン
他

ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ

ー
ト

日
　
時

４
月
２
日
　
午
後
６
時

場
　
所

県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

出
　
演

パ
ス
カ
ル
・
ド
ゥ
ヴ
ァ

イ
ヨ
ン
、
ド
ン
・
ス
ー
ク
・
カ

ン
入
場
料
等
詳
し
い
問
合
せ

友
部
町
役
場
町
長
公
室
企
画
課

蕁
０
２
９
６
│
７
７
│
１
１
０
１

（
内
線
２
３
５
）

文芸しろさと 

俳
　
　
句 

短
　
　
歌 

川
　
　
柳 

ぼ
　
け

寒
木
瓜
の
見
た
る
旧
家
の
栄
枯
か
な

　
　
　
　
　
　
一
　
木
　
雄
一
郎

三
ヶ
日
賑
は
ふ
孫
の
集
ま
れ
り

　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
正
　
行

遅
咲
き
の
椿
真
赤
に
無
傷
な
り

　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
草
　
介

春
障
子
写
真
の
中
の
父
と
母

　
　
　
　
　
　
杉
　
木
　
輝
　
夫

ゆ
っ
た
り
と
波
伸
び
ゆ
け
り
春
渚

　
　
　
　
　
　
鯉
　
渕
　
寿
美
恵

父
母
の
顔
写
真
大
き
く
梅
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
竹
　
内
　
幸
　
子

つ
ん
つ
ん
と
尖
る
杉
山
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
飯
　
村
　
昭
　
子

神
楽
殿
ひ
っ
そ
り
と
梅
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
芦
　
江

道
祖
神
の
新
し
き
屋
根
春
隣

　
　
　
　
　
　
今
　
瀬
　
多
代
美

し
ぐ
る
る
や
民
芸
品
に
蓑
と
笠

　
　
　
　
　
　
飯
　
村
　
愛
　
子

根
を
張
り
て
何
に
も
負
け
ず
冬
の
草

　
　
　
　
　
　
阿
久
津
　
あ
い
子

笹
子
鳴
く
朝
日
の
当
り
枝
揺
る
る

　
　
　
　
　
　
い
そ
べ
　
き
　
よ

節
分
や
父
真
似
る
子
の
声
太
し

　
　
　
　
　
　
和
　
田
　
範
　
子

春
の
川
水
切
り
石
は
二
段
飛
び

　
　
　
　
　
　
田
　
所
　
厚
　
子

盆
梅
の
匂
ふ
受
付
旅
鞄

　
　
　
　
　
　
瀬
　
谷
　
博
　
子

み
の

如
月
や
合
併
決
り
て
七
会
村
も

歴
史
を
残
し
城
里
の
町

　
　
　
　
　
　
仲
　
田
　
こ
　
う

青
空
の
平
和
に
見
え
る
そ
の
下
で

何
時
ま
で
続
く
テ
ロ
と
災
害

　
　
　
　
　
　
岩
　
下
　
通
　
子

芝
生
見
に
ゆ
き
て
楽
し
む
ボ
ケ
防
止

拍
手
喝
采
友
と
遊
ば
ん

　
　
　
　
　
　
岩
　
下
　
美
知
野

大
空
の
日
本
晴
れ
や
春
の
如

朝
日
に
映
え
て
眞
赤
な
椿

　
　
　
　
　
　
市
　
川
　
義
　
子

内
孫
の
結
納
か
わ
す
今
日
佳
き
日

祝
ふ
が
ご
と
く
晴
渡
る
空

　
　
　
　
　
　
阿
良
山
　
ウ
メ
ノ

ラ
イ
バ
ル
が
光
っ
て
見
え
る
良
い
笑
顔

人
情
味
あ
ふ
れ
て
町
が
美
し
い

　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
隆
　
荘

な

な
な
か
い


